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エステールホールディングス株式会社（東海エリア）

〇 賞味期限切れ間際の商品を販売価格を割引し、食品ロスを低減しています。
○ 商品を賞味期限の短いものから前面に陳列し早期に販売できるよう工夫しています。
○ フードロス削減に取り組んでいることを示すPOPを掲示しています。
○ 食品ロス削減を呼びかける啓発ポスターを掲示しています。

〇 賞味期限切れ間際の商品コーナーが「見切り品」だったり「お買い得品」だったりと打ち出し方が店舗によって異なりましたが、
␣␣「食品ロス」への取り組みとして打ち出すことで従業員にとってもお客さまにとっても分かりやすくなりました。
○ 最近では賞味期限の近い商品を選ばれるお客様も増えています。

［お問い合わせ先］
こととや営業部（03-5777-5120）

図・写真
→1枚は啓発資材を使用している写真を掲載。もう1枚は、
食品ロス削減に関係する写真であれば、自由。
掲載する写真の枚数についても、自由に変更可能。

図・写真
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株式会社アオキスーパー （東海エリア）

〇 消費者庁、農林水産省、環境省が推進する食品ロス削減の取り組みとして「てまえどり」を実施

〇 店頭及び商品棚等に啓発物（ポスター・ＰＯＰ）を掲示し、お買い物をされる方へ周知

（ 内容：ホームページ掲載 https://www.aokisuper.co.jp/ ）

［お問い合わせ先］
株式会社アオキスーパー 本社 （052-414-3600） ２



株式会社ぎゅーとら （東海エリア）

［お問い合わせ先］
ぎゅーとら本社 総務部 （０５９６－３７－５５００）

《店舗で行っている食品ロス削減の取り組み》
〇各店舗で農林水産省１０月食品ロス削減月間のポスターを掲示
〇見切り品の売り場に「買わないなんてもったいない」ＰＯＰを掲示
〇三重県スマートアクション宣言に参加。売り場に「てまえ取り」レールＰＯＰを掲示

《お客様 / 従業員の反応》
〇１０月度に食品ロスの削減についてポスターやＰＯＰの掲示をすることで、お客様だけでなく、従業員にも食品ロスの
削減について取り組んでいただく機会ができました。
〇国や県から提供いただいたポスターやＰＯＰを貼ることにより、見切り品を購入していただきやすい環境を作ることが
できました。
〇すぐたべる食品は消費・賞味期限の近いものを意識的に購入することで、家庭でも食品の消費・賞味期限を意識する
ようになりました。
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株式会社とよはた（東海エリア）

〇 各店舗掲示板にて、「てまえどり」の啓発ポスターを掲示しました。
○ 各店舗掲示板にて、「１０月度食品ロス削減月間」ポスターを掲示しました。
○ 三重県にて実施中のスマートアクション宣言に参加し、統一レールＰＯＰを各売場に掲示しました。

〇 ＳＤＧｓの啓発活動の高まりもあり、食品ロス削減に向けての意識向上につながってきています。
○ 従業員の、日付管理意識と陳列の工夫、改善意識が一層高まって来ています。
○ 「見切り品」という概念から、「もったいない品」「すぐ食べるならお値打ちの品」などのネーミング提案がでてきました。

［お問い合わせ先］
株式会社とよはた 生鮮市場ベリー （０５９６－２１－１２３４） ４



株式会社中京クッキング（東海エリア）

〇 農林水産省作成ポスターを2種類（なくそう食品ロス・食べきることで地球に手助け）
○ 食品ロス削減月間ポスター
○ 自社作成ポスター「食べきることで地球に手助け 一緒に食品ロス削減に取り組みましょう」 によりご飯の量の調整を呼びかけ
○ 東海農政局作成三角柱を各テーブルに設置

〇 無理なく食べきることができ、食べ残しが無くなった
○ 小食の方に好評で、月間のみでなく通年実施
○ 大盛りは食品ロス削減に直接関係しないが、量を調整することで食品ロス（廃棄）が減少

注文窓口にポスター掲示 テレビ両サイドの見やすい壁面にポスター掲示 三角柱の設置
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スーパーサンシ株式会社（東海エリア）

〇 「てまえどり」の啓発ポスターを各売場へ掲示し、お客様に食品ロス削減を意識した買い物方法をご案内
○ １０月食品ロス削減月間ポスターを店入口付近へ掲示し、食品ロス削減月間であることをお客様へご案内

〇 てまえから商品を購入していただけるお客様が増え、食品ロスが減ることを期待したい
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生活協同組合コープあいち （東海エリア）

〇 「てまえから取るのも立派な貢献」・「てまえどり」ポスターを掲示して、環境・食品ロス削減に
ついて呼びかけを行っています。

〇 組合員のみなさんからは、「食品ロスについて関心がありました。生協さんがこのような取り組
みをしているのを見て嬉しく思います。」というご意見をいただきました。

［お問い合わせ先］
東海コープ事業連合 店舗運営企画部 ７



コープみえ まつさか店

〇ロス削減に向けた啓発ポップを掲示しています。

○食品廃棄が問題になっているから協力しないといけない
とご意見をいただきました。

コープみえ みやがわ店

生活協同組合コープみえ （東海エリア）

〇ロス削減に向けた啓発ポップを掲示しています。

○掲示物をご覧になる組合員がいらっしゃいました。
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高砂屋若竹店 （東海エリア）

〇 中京協同組合にてポスターを作成し売場へ掲示しお客様へご案内

〇 少しでも食品ロスに対してのお客様の意識が高まることに期待したい

９



トヨタ生活協同組合（東海エリア）

・食品ロス削減啓発の取組みポスターを各店舗に掲示(農水省・豊田市)
・食品値引シールの啓発表示追加
・組合員向け情報誌での活動PR

［お問い合わせ先］
総務人事部 総務・広報・組合員サービス室（0565-28-5011）

店舗掲示例と掲示ポスター 情報誌掲載ページ
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（東海エリア）

ユニー株式会社は、食品ロス削減月間に、全店舗の食品売り場に農林水産省公表啓発ポスターを掲示し、
食品ロス削減を呼び掛けています。売場では、売上実績の変動に合わせた需要予測や適性発注に取り組
んでいます。
また、削減努力後の食品ロスは、堆肥や飼料に再生利用するだけでなく、リサイクルループの構築によって消
費者と農業生産者を結び、地産地消を実現する有効な手段でもあります。トレーサビリティも明確であり食の
安全・安心にもつながります。

○ 売上波動に合わせた生鮮商品の発注管理と在庫管理
○ 少額見切、早期見切による廃棄量の削減
○ 在庫持ち量と最低陳列の基準作り
○ 鮮度アップによる廃棄量の削減

［お問い合わせ先］
ユニー株式会社 PPIH IR部 ESG推進課 １１



岐 阜 県

〇 「ぎふ食べきり運動」協力店・協力企業の登録
食品ロス削減に取り組んでいる県内696事業所（飲食店、宿泊施設、食品小売店等）を登録（R3.11末時点）
○ 協力店・協力企業における食品ロス削減の啓発
協力店・協力企業において、県作成ポスター等の掲出等により、「食べきり」を呼びかけ
○ 協力店・協力企業と連携した食品ロス削減の情報発信
「ぎふ食べきり運動」岐阜県公式インスタグラム等において、協力店・協力企業と連携した「食べきりレシピ」や親子クッキン
グ動画を配信
○ 協力店・協力企業（食品小売店）における「てまえどり」の啓発
地域活性化包括連携協定に基づき、 セブン-イレブン・ジャパンの県内193店舗で「てまえどり」の実証実験を実施
（今後他の協力店・協力企業（食品小売店）においても実施予定）

［お問い合わせ先］
岐阜県環境生活部廃棄物対策課（058-272-8214）

「ぎふ食べきり運動」協力店・協力企業
ステッカー

「ぎふ食べきり運動」協力店・協力企業と連携した
親子クッキング動画の制作

地域活性化包括連携協定に基づく
「てまえどり」の実証実験（セブン-イレブン・ジャパン）
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三重県

○ スーパーマーケット、コンビニエンスストア計699店における、県作成レール
ポップの掲示によるてまえどりの呼びかけ
○ 飲食店77店における、県作成ポスターの掲示等による食べきりの呼びかけ

（スーパーマーケット、コンビニエンスストア）
○ お店からのお願いではなく、県からのお願いというのはお客様への訴求効果
が高く、とても良い取り組みだと思いました。
○ すぐには効果が出るものではないと思いますが、徐々に浸透していくのでは
ないかと思います。

（飲食店）
○ お客様に、ご飯少な目、ハーフサイズ、おかわりの提供や、冷めた料理の温めなおしの提案等を実施しています。
○ 注文時にサイズや量を伝えています。

［お問い合わせ先］
三重県環境生活部廃棄物対策局廃棄物・リサイクル課（059-224-2385）

（上）県作成レールポップ
（右）県作成ポスター
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犬山市

〇令和3年度からフードドライブ実施（年間4回実施）
○ごみ分別アプリ「さんあ～る」で食品ロスについて周知（配信日毎月10日・20日・30日）
○広報犬山や市HPで周知
○家庭用生ごみ処理機の購入に対する補助金制度

〇令和3年7月中に実施したフードドライブで186.4㎏の食品を寄付
○令和2年度に家庭用生ごみ処理機補助金制度により15基補助

［お問い合わせ先］
犬山市役所 経済環境部 環境課（0568-44-0344）

フードドライブで集まった食品の一部
スマートフォン用アプリ「さんあ～る」の犬山市版
ごみ出し日の通知、分別品目の検索などが可能

ホームページで食品ロス削減を啓発
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北名古屋市

○ 令和３年１０月３０日（土）フードドライブ実施
名古屋芸術大学学生（３名）、ピアゴ西春店、フードバンク愛知と連携
45世帯832点の食品等のご提供があり、食品等は、NPO法人フードバンク愛知を
通じて、市内の子ども食堂等へ寄付いたしました。
○ 市広報、出前講座等で食品ロスについて周知

〇 「もっとこの事業を行ってほしい」「次はいつ行うの」等のご声援をいただいた。

［お問い合わせ先］
防災環境部環境課（0568-22-1111） １５


